情勢は危機的！　全組合員の総決起を心から訴える！！
－参院選公示に当たってのアピール－
　本日、第２３回参議院議員選挙が公示された。今回の参院選は、かつてない厳しい環境でのたたかいである。安倍政権による財界・富豪むけの経済成長第一で、労働者保護や脱原発などをかなぐり捨てる政策方向や、国家主義的な歴史観や憲法改悪などへの疑問・警戒は、決して小さくない。しかし、世論調査や東京都議選の結果が示すように、対抗勢力の中核であるはずの民主党は、いまだに国民の信頼を取り戻せておらず、結果として自民党一党の絶対優位という情勢を許している。
　現状の選挙情勢を明らかにしながら、あらためて、北海道選挙区「小川勝也」、比例代表「あいはらくみこ」の両候補必勝にむけた、全組合員の総決起を呼びかける。
　北海道選挙区（定数２）は、民主党現職の「小川勝也」が議席をしっかり守れるかが焦点である。現状では自民現職が盤石の独走態勢にあり、「小川」は反TPPで保守票狙いの大地・新人、民主への幻滅の不満票を狙うみんな・新人、反自民の受け皿をアピールする共産・新人の3人の猛追を受け、激しく追い上げられている。しかも３新人は自民の当選を前提に、残りの一議席狙いのために民主党批判を強めており、予断を許さない状態にある。
　比例代表（改選48議席－前回2010年は民主党16議席）は、民主党は20人が立候補（うち連合の産別候補は9人）しているが、現状では獲得議席は前回の3分の1の５議席程度と見られている。前回、自治労のえさきたかしは民主党の中で10位、連合候補の中でも8位での当選だった。しかも今回の北海道段階の支持者獲得状況は、前回の半分という実態で完全に出遅れている。つまり情勢は一変しており、前回の感覚と現状の取り組みでは「あいはらくみこ」の再選は本当に危機的なのである。この情勢認識を全組合員で共有しよう。組合員と家族が “個人名投票”の意義をしっかりと理解し、各単組の得票目標達成のための支持定着と参院選勝利にむけ、全力をあげなければならない。
　今回の参院選の最大課題は、“安倍政権の暴走を何としても食い止める”“そのためにも働く者の政治勢力・議席を守り抜く”ことである。そしてわれわれ自治労にとっては、地方交付税・地公給与を国が勝手に削減するような政治をやめさせるたたかいである。参議院で「小川」「あいはら」の議席を失うことは、公共サービスと働く者の労働条件を切り下げ、地方切り捨てと貧困・格差の拡大、TPP参加による北海道経済と国民生活の崩壊、原発依存復活と憲法改悪への道を許すことであり、絶対にあってはならないことである。
　全組合員が、家族、知友人への、北海道選挙区「小川勝也」、比例代表「あいはらくみこ」の徹底を進めよう。追い風はまったくない。自分たちで確実に積み上げることがすべてであり、今こそ組織力が問われる。悔いのない17日間の取り組みに総決起しよう！
　２０１３年７月４日
自治労北海道本部　　　　　
執行委員長　　山上　潔　
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